
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すたら子ども夏まつり  

 

８月２２日(土) １０時から修多羅地区まちづくり協議会主催の

「すたら子ども夏まつり」が開催されました。夏休み終了寸前とい

う事と他のイベントなどが重なり小・中学生の参加者が思ったより

少なくちょっと寂しかったけど、子どもたちは喜んで帰っていまし

た。酒井校長先生もスーパーボールすくいとそうめん流しごっこを

体験して大喜びでお帰りになりました。 

生涯学習市民講座 【訪問看護ってなあに？】  
７月２８日（火）１０時より産業医科大学若松病院・看護師長 藤田弘美氏を講師にお迎えして【訪問

看護】に関する話をしていただきました。簡単な自己紹介と経歴紹介の後に、【訪問介護って何をしてく

れる？】という内容から始まりました。訪問看護は、看護師などの医療スタッフが自宅を訪問して病気や

障害に応じた医療ケアや日常生活のサポートを医師の指示書に基づいて行うサービスで、血圧や体温、脈

拍、呼吸の状態、腸の音、食事や睡眠の状態など健康のチェックや薬の内服や服薬方法の検討・点滴・人

工肛門、人口膀胱の管理・褥瘡（床ずれ）など傷の処置・軟膏の塗布・病気の説明や栄養指導、リハビリ

テーション・体調変化時の対応や病院受診の調整などもします。料金は利用する保険（介護保険か医療保

険）や訪問時間、所得に応じた自己負担割合によって決まります。また人工肛門や酸素があると加算され

ます。  

訪問看護導入を検討するきっかけは、退院後のケアに不安がある終末期になった方が自宅に帰りたいと

希望している。など様々です。 訪問看護導入のための相談先は入院先の病院の相談室・介護保険の方は

ケアマネージャー・直接訪問看護ステーションに問合せても可。最後に、一人の方に療法などの体験をし

て頂き皆さんとても満足して終了しました。藤田様、有難うございました。 

生き生き子ども講座 【真夏のスノードームづくり】  
 
夏休み真っ只中の８月１日(土)、生き生き子ども講座にてスノード

ームづくりを開催しました！ 

今回は若松区の「夏休み子ども体験プロジェクト」により若松区全
域の小学生を対象に案内し、修多羅地区以外の子ども達もたくさん参
加してくれました。（小学生 21 名参加） 
「スノードームって作れるの？冬のイメージなんだけど…」と思う

方もいるかもしれませんが、なんとほぼ百均の材料でできるんです！
今回は真夏でも涼やかになれるような海の中をイメージしたスノード
ームを作りました。当センターの館長・永井が講師を務め、作り方の
コツや知恵袋（洗濯のりとは…、界面活性剤とは…など）を伝授。 
子ども達は、班のみんなで協力しながら液体を調合し、飾りを交換

し合い、それぞれに工夫しながら自分らしいスノードームを作り上げ
ていました。初対面で緊張する子もいましたが、作業を進めるうちに
打ち解け合い、最後は館長との「おみやげ争奪ジャンケン大会」で盛
り上がりました。 

ぞうさんキッズ ８月 「手形足形アート」 
（８月２０日(木) 開催 親子 7 組  19 名参加） 

お子様のかわいい「今」を手形足形アートとして残しました！ 
夏をイメージした 4 つのデザインから、お好きなものを選んでもら
い、色紙に飾り付けていきます。 
夏休み期間ということもあって、お兄ちゃんお姉ちゃんも参加

し、デコレーションを手伝ってくれました。 
家族の思い出となってくれると嬉しいです。 

すたらじんけん講座・若松中学校家庭教育講座 

「愛といのちのコンサート」 
 ７月３１日（金）singer song writer KYOKO 氏による 
「愛といのちのコンサート」を開催しました。 
 KYOKO 氏が奏でるやわらかなピアノの音色と優しい歌声や、認
知症を発症したお母さまのお話に聞き入ったり、夏にちなんだ歌を全
員で唄ったり、あっと言う間の９０分間でした。KYOKO さん、素
敵な癒しの時間をありがとうございました。 


